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はじめに

ここでは、このマニュアルの対象読者、構成、および表記法について説明します。また、他の

マニュアルの入手方法についても説明します。

この前書きは、次の項で構成されています。

•ここに参照前文マップ（vページ）

ここに参照前文マップ

SD-Routingデバイスでのソフトウェアイメージ管理
v
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vi
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第 1 章

ソフトウェアアップグレードワークフロー

について

ソフトウェアアップグレードワークフローを使用すると、サポート対象のCisco SD-Routingデ
バイスでソフトウェアイメージをダウンロードしてアップグレードできます。また、アップグ

レードプロセスを適時スケジュールするオプションもあります。ワークフローには、ソフト

ウェアアップグレードのステータスも示されます。このワークフローでは、ソフトウェアのダ

ウンロードとアップグレードを実行できます。

•ここで章マップを参照します（1ページ）
•ソフトウェアアップグレードワークフローのメリット（1ページ）
•ソフトウェアアップグレードワークフロー使用の前提条件（2ページ）
•ソフトウェアアップグレードワークフローへのアクセス（2ページ）

ここで章マップを参照します

ソフトウェアアップグレードワークフローのメリット
•ソフトウェアアップグレードワークフローは、デバイスアップグレードのステータスを
表示することで、デバイスソフトウェアのアップグレード時のさまざまなエラーを防ぐの

に役立ちます。たとえば、アップグレードプロセスの特定の段階でエラーが発生した場

合、ワークフローではエラーのフラグが立てられます。

•このワークフローでは、新しいソフトウェアイメージのダウンロード、インストール、お
よびアクティブ化を個別に実行することも、一括で実行することもできます。指定した日

時にワークフローをスケジュールできます。

SD-Routingデバイスでのソフトウェアイメージ管理
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ソフトウェアアップグレードワークフロー使用の前提条

件
ソフトウェアアップグレードワークフロー機能を使用するために必要なソフトウェアバージョ

ンが Cisco SD-Routingデバイスで実行されていることを確認します。

ソフトウェアアップグレードワークフローへのアクセス

はじめる前に

進行中のソフトウェアアップグレードワークフローがあるかどうかを確認するには、次の手

順を実行します。

Cisco SD-WANManagerのツールバーから [Task-list]アイコンをクリックします。Cisco SD-WAN
Managerには、実行中のすべてのタスクのリストが、成功と失敗の合計数とともに表示されま
す。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューで[Workflows] > [Workflow Library]の順に選択します。

Cisco SD-WANManagerでは、[WorkflowLibrary]のタイトルは [LaunchWorkflows]になります。（注）

2. [Library] > [Software Upgrade]を選択して、新しいソフトウェアアップグレードワークフ
ローを開始します。

3. 画面の指示に従って、新しいソフトウェアアップグレードワークフローを開始します。

[Exit]をクリックして進行中のソフトウェアアップグレードワークフローを終了します。進行
中のワークフローを随時再開できます。

（注）

マルチノードクラスタ構成の場合、SD-Routingデバイスのアップグレード中に制御接続がCisco
SD-WAN Managerから別のノードに切り替わると、NetConfセッションタイムアウトが原因で
アップグレードが影響を受ける可能性があります。次に、SD-Routingデバイスは別のノードへ
の制御接続を確立します。アップグレードアクティビティを再度トリガーする必要がありま

す。

（注）
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ソフトウェアアップグレードワークフローのステータスの確認

ソフトウェアアップグレードワークフローのステータスを確認するには、次の手順を実行し

ます。

1. Cisco SD-WAN Managerのツールバーから [Task-list]アイコンをクリックします。

Cisco SD-WAN Managerには、実行中のすべてのタスクのリストが、成功と失敗の合計数
とともに表示されます。

2. [+]アイコンをクリックして、タスクの詳細を表示します。

Cisco SD-WAN Managerでペインが開き、タスクのステータスとタスクが実行された
SD-Routingデバイスの詳細が表示されます。

SD-Routingデバイスのソフトウェアアップグレードワークフローのス
ケジュール

ソフトウェアアップグレードワークフローのスケジューラを使用すると、ワークフローを適

時スケジュールし、ソフトウェアアップグレードプロセスによるダウンタイムを回避できま

す。スケジューラを使用すると、アップグレードワークフローを今すぐまたは後で実行するか

をスケジュールできます。後でアップグレードを実行するようにスケジュールする場合は、開

始日、開始時刻、およびタイムゾーンの選択を入力できます。

ソフトウェアアップグレードワークフローのスケジュール

次の手順を使用して、ソフトウェアアップグレードワークフローをスケジュールします。

始める前に

ステップ 1 Cisco SD-WAN Managerのメニューから[Workflows] > [Workflow Library]の順に選択します。

または

[Workflows] > [Popular Workflows] > [Software Upgrade]の順に選択します。.

ステップ 2 [Workflow Library] > [Software Upgrade]を選択して、新しいソフトウェアアップグレードワークフロー
を開始します。

または

[In-progress]> [Software Upgrade]を選択して、進行中のソフトウェアアップグレードワークフローを再開
します。

ステップ 3 [Scheduler]セクションで、[Later]を選択します。

選択したデバイスのソフトウェアアップグレードをすぐに実行するには、[Now]オプションを使用
します。

（注）
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ステップ 4 [Start Date]、[Start Time]、[Select Timezone]を選択します。

開始日時は、常に Cisco SD-WAN Managerサーバーの日時よりも後にする必要があります。（注）

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ソフトウェアアップグレードワークフローがスケジュールされています。

SD-Routingでスケジュールしたソフトウェアアップグレードワークフ
ローのキャンセル

スケジュールしたソフトウェアアップグレードワークフローをキャンセルするには、次の手

順を実行します。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから[Maintenance] > [Software Upgrade]の順に選択しま
す。

2. デバイスのリストから、ソフトウェアアップグレードがスケジュールされているSD-Routing
デバイスを選択します。

3. [Cancel Software Upgrade]をクリックします。

ダウンロードした SD-Routingデバイスのソフトウェアイメージの削除
SD-Routingデバイスでダウンロードしたソフトウェアイメージを削除するには、次の手順を実
行します。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから[Maintenance] > [Software Upgrade]の順に選択しま
す。

2. [WAN Edge]をクリックします。

3. [Delete Downloaded Images]をクリックします。

4. [Delete Downloaded Images]ダイアログボックスで、削除するイメージを選択します。

5. [Delete]をクリックします。

SD-Routingデバイスでのソフトウェアアップグレードのスケジュール
に関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、https://cfnng.cisco.com/に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : SD-Routingデバイスでのソフトウェアアップグレードのスケジュールに関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、CiscoSD-Routingデバ
イスでソフトウェアイメージのアップグレー

ドをスケジュールできます。これにより、ソ

フトウェアアップグレードプロセスによる

ダウンタイムを回避できます。

Cisco IOS XEリ
リース 17.13.1a

SD-Routingデバイスでのソ
フトウェアアップグレード

のスケジュール
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